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ＳＤＧｓの取組状況  取り組んでいる ／ ☐ 今後取り組む予定 

 

 

目指すＳＤＧｓ 

のゴール 

 

【複数選択可】 

※ゴールの下の☐に「✔」を入れ

てください。 

      

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

      

☐ ☐ ☐ ☐   

      

☐ ☐  ☐  

ＳＤＧｓ宣言 

 

ＳＤＧｓ達成のため

の取り組み内容 

（予定も可） 
 
※定量的で客観的な目標指標を

設定できる場合は記載をお願

いします。 

（例：月〇回以上、〇％削減等） 

 

（自由記載欄）※町公式ＨＰに掲載します（概ね 300文字で記入してください）。 

 

12.15 

加和太建設との連携により、建設現場の廃材を「焚き付け材」や「土留め

用丸太」として再活用し、施設内での資源循環を推進します。本来廃棄され

る木材を、子供たちの火おこし体験や自然環境の整備に役立てることで、利

用者に循環型社会の大切さを伝える環境教育の場を提供します。 

 

11.17 

地域企業とのパートナーシップを通じて、持続可能な施設運営と地域社会

の発展に貢献します。 



 

  

事業者の概要 

ＰＲ等 

長泉町元長窪に位置する当センターは、自然体験を通じて豊かな人間性を

育む社会教育施設です。指定管理者として「自然との共生」を掲げ、加和太

建設とのパートナーシップによる資源循環に取り組んでいます。建設現場の

廃材を焚き付け材や施設整備に再利用し、廃棄物削減と同時に、子供たちが

循環型社会を学ぶ「火育」の場を提供しています。地域の企業・環境と手を

取り合い、持続可能な地域社会の拠点として、安全かつ付加価値の高い体験

機会の創出に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同意事項 

 
※同意のうえ、☐に「✔」を入れ

てください。 

 

 長泉町及び多様なステークホルダーとの連携、協働・協力を心掛け 

ＳＤＧｓの普及促進に取り組みます。 

 目指している（今後目指そうとしている）ＳＤＧｓのゴールを明確

にし、地域課題の解決に取り組みます。 

 ＳＤＧｓ宣言の対象者の要件を満たしています。 

 長泉町公式ＨＰにＳＤＧｓ宣言書の内容を掲載することに同意しま

す。 

 長泉町が納税状況を調査し、確認することに同意します。 

 



 


